
この印刷物は石油系インキではな
く、地球に優しい大豆油を使用し
たインキで印刷されています。

『広報えな』は環境に優しい再生紙を使用しています。

　雄大な中央アルプスの山々が展望できる三郷町内で、
国道４１８号と主要地方道多治見恵那線の交差点にある道
の駅「そばの 郷 らっせぃみさと」。中心施設は、地元産の

さと

そば粉を使って、本格的なそば打ちに挑戦できる「そば
打ち体験道場」。地元の女性グループ「みさとこまち」が、
丁寧に指導する正統派の二・八そばは、初めての人でも
安心して体験できると好評。地元三郷地区の昔言葉とし
てある「らっせぃ」の語尾を使い、もてなしの温かい言
葉「寄らっせぃ、見らっせぃ、
食べらっせぃ、ゆっくり
せらっせぃ」により、
素朴にもてなしので
きる場所として
２００１（平成１３）
年に営業を開始
した。

『広報えな』１月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約１４.８円（税込み）です。

恵那市安心安全メール配信システム
登録用ＱＲコード
□問い合わせ　防災対策課（内線３１７）

　スケートは、岩村高等学校（現恵那南高等

学校）を中心として恵那の伝統的スポーツ。

しかし、地元の民間リンクが廃止されてか

らは、長野県岡谷市のスケート場へ中央自

動車道を片道２時間ほどかけて練習に行っ

ていた。

　駅名のそばの郷とは、農業振興基本計画

で「そばによる地域振興計画」を打ち立て、

「そばの郷づくり」を目指したことから命名。

　大晦日には、毎年、午後１１時～午前２時

まで、臨時営業し、年越しそばを１杯１００円

で提供している。�２８-３３１０

　日本最西最南端の屋外４００�スピードスケートリンク
のあるスケート場。ＪＲ武並駅から８００�と交通アクセ
スがよく、地形的にも、風の影響が少ないのが特徴。
　スケートが盛んであった土地柄から、関係者の熱心な
努力により、２００５（平成１７）年１２月にオープン。県の
施設で、市が指定管理者として管理運営している。冬季
はスケート場として各種大会や一般滑走に、冬季以外は
インラインスケートやフットサルなどの軽スポーツ、各
種イベントに利用できる多目的施設。４００�リンクのほ
か、カーリングなどができる３０�×６０�のサブリンク、
ストリートバスケットや壁打ちテニスなどができる多目
的広場を備えている。
　２０１２（平成２４）年１月には、
ぎふ清流国体のスピードス
ケート競技が、ここで開催
される。

▲そばの郷らっせぃみさと

クリスタルパーク恵那スケート場１５

そばの郷らっせぃみさと

日本最西最南の４００ｍリンク
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次号は１月１５日号
発行日は１月１５日�です

そば打ち体験のできる道の駅

▲クリスタルパーク恵那スケート場

▲「そばの郷らっせいみさと」の手打ちそば


